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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無簧式管楽器の音孔の上に貼り付けて使用する管楽器の音孔用補助パッドであって、シリ
コン素材からなり、裏面が鏡面加工され、少なくとも前記音孔を覆う大きさを有し、中央
近傍に円形状の凹みが設けられ、前記円形状の凹みの中に前記開口が設けられ、管楽器の
音孔に貼り付けたときに管楽器の外周方向にあたる方向の寸法が、前記音孔用補助パッド
を管楽器の音孔に貼り付けたときに管楽器の長手方向にあたる方向の寸法より長い横長の
楕円形状であり、前記音孔と略同じ直径を有する開口を備えたことを特徴とする管楽器の
音孔用補助パッド。
【請求項２】
　前記音孔用補助パッドの上面であって、前記開口の縁近傍は、少なくとも一部が盛り上
がって凸部を形成していることを特徴とする請求項１に記載の管楽器の音孔用補助パッド
。
【請求項３】
前記音孔用補助パッドの上面であって、前記開口の縁近傍は、前記開口の外周に沿って盛
り上がっていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の管楽器の音孔用補助パッ
ド。
【請求項４】
　前記音孔用補助パッドの下面であって、前記開口の縁近傍は、少なくとも一部に凸部が
設けられていることを特徴とする請求項１から請求項３いずれか１つに記載の管楽器の音
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孔用補助パッド。
【請求項５】
　前記音孔用補助パッドは、開口が設けられた部分近傍が、前記音孔用補助パッドの外周
縁よりも低く、中央が凹んだ形状であることを特徴とする請求項１から請求項４いずれか
１つに記載の管楽器の音孔用補助パッド。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、リコーダー等の無簧式管楽器を演奏する際に使用する管楽器の音孔用補助
パッドであって、管楽器の音孔の上に貼付して使用することにより、指が細かったり、指
の力が弱い子供や高齢者、管楽器に慣れていない初心者でも、管楽器の音孔が押さえやす
く演奏を容易に行うことができるようになる管楽器の音孔用補助パッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
リコーダー等の無簧式管楽器の演奏には、音孔をしっかり指で塞ぐことが必要となるが、
指が細く、指の力も弱い子供や高齢者、また、演奏に慣れていない初心者にとっては、隙
間なく、しっかりと音孔を塞ぐことは、難しいものである。そこで、特許文献１のような
、管楽器の音孔に貼って使用するリング形状の音孔形成用パッドが考案されている。しか
し、特許文献１のパッドは、細い枠のドーナツ形状であり、管楽器の音孔に貼付すると、
指を塞ぎやすくはなるが、演奏の際、何度も指で音孔を塞いだり指を音孔から離したりを
繰り返すと、指に音孔形成用パッドが張り付いて、管楽器から音孔形成用パッドがはがれ
てしまうことがあった。また、音孔形成用パッドの細いリング部は、何度も繰り返し使う
うち、擦り切れて破れたり、位置ズレするという問題もあった。
【０００３】
さらに、特許文献１のパッドは、リコーダーの音孔のうち、最下部と下から二番目の音孔
、すなわち、円形の凹部が設けられた中に２つの孔が設けられた最下部と下から二番目の
音孔には貼付できない。リコーダーの最下部と下から二番目の音孔は、２つ孔となってい
て、他の音孔より塞ぐのが難しく、演奏の際、小指と薬指という他の指と比較して力が弱
く細い指で演奏する必要がある。これら最下部と下から二番目の音孔に使用し、楽に音孔
を塞ぐことができるパッドは、これまで、なかった。
【特許文献１】特開２０１３－２１３９５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、上記事情の鑑み、指が細く、指の力も弱い子供や高齢者、また、演
奏に慣れていない初心者でも、楽に、しっかりと音孔を塞ぐことができ、管楽器にしっか
りと貼り付けることができて剥がれにくい管楽器の音孔用補助パッド、さらに、リコーダ
ーの最下部と下から二番目の音孔にも貼ることができる管楽器の音孔用補助パッドを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の管楽器の音孔用補助パッドは、少なくとも前記音孔を覆う大きさを有し、前記
音孔と略同じ直径を有する開口を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　この発明によれば、管楽器の音孔を覆う充分な大きさを備えたパッドが、管楽器にしっ
かりと貼りついて固定されるので、指で音孔を塞いだり、指を音孔から離したりという動
作を繰り返し行っても、管楽器の音孔用補助パッドが管楽器にしっかりと貼り付いて、は
がれにくく、また、位置ズレしにくい。
【０００７】
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　また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドは、シリコン素材からなることを特徴とす
る。
【０００８】
この発明によれば、シリコン素材の管楽器の音孔用補助パッドが、管楽器にしっかりと貼
りついて固定されるので、指で音孔を塞いだり、指を音孔から離したりという動作を繰り
返し行っても、管楽器の音孔用補助パッドが、はがれにくく、位置ズレもしにくい。また
、シリコン素材は、耐久性があり、汗や皮脂がついても、拭き取るだけで清潔を保てるた
め、繰り返し使えて、経済的である。さらに、シリコン素材は、適度な弾力性があるので
、指で上から押さえることによって、パッドが変形し指と管楽器の間に密着し広がって空
気漏れを防ぐので、管楽器の演奏を、楽に、的確に、行うことができる。
【０００９】
　また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドは、前記管楽器の音孔用補助パッドを管楽
器の音孔に貼り付けたときに管楽器の外周方向にあたる方向の長さが、前記音孔用補助パ
ッドを管楽器の音孔に貼り付けたときに管楽器の長手方向にあたる方向の長さより、長く
なっていることを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、管楽器の外周方向に長くなっているシリコン素材の管楽器の音孔用
補助パッドが、管楽器の外周に沿って、しっかりと貼りつくので、管楽器の音孔用補助パ
ッドが、はがれにくく、位置ズレもしにくい。指で音孔を塞いだり、指を音孔から離した
りという動作を、安心して繰り返し行うことができ、安定した演奏を長時間行うことがで
きる。
【００１１】
　また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドは、中央近傍に円形状の凹みが設けられ、
前記円形状の凹みの中に前記開口が設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、リコーダーの音孔のうち、下部にあるダブルホールの音孔にも、貼
付することができる。ダブルホールの音孔近傍は、円形状の凹みが設けられている。音孔
用補助パッドの中央近傍が薄くなっていることで、その部分は伸縮しやすく、指でダブル
ホールの音孔を押さえる際に、音孔用補助パッドがうまくダブルホールの音孔にフィット
する。したがって、管楽器の音孔用補助パッドが、はがれにくく、位置ズレしにくい。指
で音孔を塞いだり、指を音孔から離したりという動作を、安心して繰り返し行うことがで
き、安定した演奏を長時間行うことができる。
【００１３】
　また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドの上面であって、前記開口の縁近傍は、少
なくとも一部が盛り上がって凸部を形成していることを特徴とする。
【００１４】
　この発明によれば、管楽器の音孔用補助パッドの上面の開口の縁近傍の厚みが厚くなっ
ているため、指で、管楽器の音孔用補助パッドを押さえた際に、厚い部分が圧迫されて柔
らかく変形し、指と管楽器の間の空気漏れをなくすため、指が細かったり、指の力が弱く
ても、音孔を的確に塞ぐことができ、楽に、安定した音を出すことができる。開口縁のう
ち、指先があたる側の縁が盛り上がっていることで、指が短く、指の力が弱くても、空気
漏れせず、音孔を塞ぐことができるので、演奏を容易に行うことができる。
【００１５】
また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドの上面であって、前記開口の縁近傍は、外周
に沿って盛り上がっていることを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、管楽器の音孔用補助パッドの上面の開口の縁近傍の厚みが厚くなっ
ているため、指で、管楽器の音孔用補助パッドを押さえた際に、厚い部分が圧迫されて柔
らかく変形し、指と管楽器の間の空気漏れをなくすため、指が細かったり、指の力が弱く
ても、音孔を的確に塞ぐことができ、楽に、安定した音を出すことができる。
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【００１７】
　また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドの下面であって、前記開口の縁近傍には、
少なくとも一部に凸部が設けられていることを特徴とする。
【００１８】
　この発明によれば、管楽器の音孔用補助パッド下面の開口の縁近傍の厚みが厚くなって
いるため、リコーダーの最下部と下から二番目の位置にある音孔にも貼付し使用すること
ができる。リコーダーの最下部または下から二番目の音孔に管楽器の音孔用補助パッドを
貼り付けたうえ、指で、該音孔を押さえると、パッド下面の開口近傍に設けられた凸部が
、管楽器に密着し、指と管楽器の間の空気の漏れをなくすため、指が細かったり、指の力
が弱くても、音孔を的確に塞ぐことができ、楽に、安定した音を出すことができる。管楽
器の音孔用パッドの外周部分は、管楽器にしっかりと貼り付いて固定され、管楽器の音孔
用補助パッドの中央部分は、最下部又は下から二番目の位置にある音孔の窪みとの間隙に
隙間を生じるところ、演奏の際は、指で上から押さえることによって、パッドの中央部分
が柔らかく凹み、下面に設けられた凸部が変形し音孔の窪みに密着して、空気の漏れをな
くす仕組みとなっている。
【００１９】
また、この発明の管楽器の音孔用補助パッドは、開口が設けられた部分近傍が、前記音孔
用補助パッドの外周縁よりも低く、中央が凹んだ形状であることを特徴とする。
【００２０】
　　この発明によれば、管楽器の音孔用補助パッド下面の開口の縁近傍の厚みが厚くなっ
ているため、リコーダーの最下部と下から二番目の位置にある音孔にも貼付し使用するこ
とができる。リコーダーの最下部または下から二番目の音孔に管楽器の音孔用補助パッド
を貼り付けたうえ、指で、該音孔を押さえると、パッド下面の開口近傍に設けられた凸部
が、管楽器に密着し、指と管楽器の間の空気の漏れをなくすため、指が細かったり、指の
力が弱くても、音孔を的確に塞ぐことができ、楽に、安定した音を出すことができる。管
楽器の音孔用パッドの外周部分は、管楽器にしっかりと貼り付いて固定され、管楽器の音
孔用補助パッドの中央部分は、最下部又は下から二番目の位置にある音孔の窪みとの間隙
に隙間を生じるところ、演奏の際は、指で上から押さえることによって、パッドの中央部
分が柔らかく凹み、音孔の窪みに密着して、空気の漏れをなくす仕組みとなっている。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この発明の実施形態１にかかるリコーダー用補助パッド１００の斜視図である。
【図２】図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の平面図である。
【図３】図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の正面図である。
【図４】図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の右側面図である。
【図６】図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００のＢ－Ｂ断面図である。
【図７】図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の底面図である。
【図８】図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００をリコーダーの音孔に装着した状
態を示す参考図である。
【図９】図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。
【図１０】（ａ）は、図９に示した参考図のＣ部拡大図であり、（ｂ）は参考断面図であ
る。
【図１１】この発明の実施形態２にかかる管楽器の音孔用補助パッド２００の斜視図であ
る。
【図１２】図１１に示した管楽器の音孔用補助パッド２００の平面図である。
【図１３】図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＤ－Ｄ断面図である。
【図１４】図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＥ－Ｅ断面図である。
【図１５】図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＦ－Ｆ断面図である。
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【図１６】図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＧ－Ｇ断面図である。
【図１７】管楽器の音孔用補助パッド１００及び２００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。
【図１８】管楽器の音孔用補助パッド１００及び２００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。
【図１９】図１８に示した参考図のＨ部拡大図であり、（ｂ）は、参考断面図、（ｃ）は
、音孔を指で押さえた状態での参考断面図である。
【図２０】この発明の実施形態３にかかる管楽器の音孔用補助パッド３００の斜視図であ
る。
【図２１】図２０に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の平面図である。
【図２２】図２０に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の正面図である。
【図２３】図２１に示した管楽器の音孔用補助パッド３００のＪ－Ｊ断面図である。
【図２４】図２１に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の右側面図である。
【図２５】図２１に示した管楽器の音孔用補助パッド３００のＫ－Ｋ断面図である。
【図２６】図２１に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の底面図である。
【図２７】管楽器の音孔用補助パッド３００をリコーダーの音孔に装着した状態を示す参
考図である。
【図２８】管楽器の音孔用補助パッド３００をリコーダーに装着した状態を示す参考図で
ある。
【図２９】（ａ）は、図２８に示した参考図のＬ部拡大図であり、（ｂ）は参考断面図で
ある。
【図３０】この発明の実施形態４にかかる管楽器の音孔用補助パッド４００の斜視図であ
る。
【図３１】図３０に示した管楽器の音孔用補助パッド４００の平面図である。
【図３２】図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＭ－Ｍ断面図である。
【図３３】図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＮ－Ｎ断面図である。
【図３４】図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＯ－Ｏ断面図である。
【図３５】図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＰ－Ｐ断面図である。
【図３６】図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００の底面図である。
【図３７】管楽器の音孔用補助パッド３００及び４００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。
【図３８】管楽器の音孔用補助パッド３００及び４００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。
【図３９】（ａ）は図３８に示した参考図のＱ部拡大図であり、（ｂ）は、参考断面図、
（ｃ）は、音孔を指で押さえた状態での参考断面図である。
【図４０】この発明の実施形態５にかかる管楽器の音孔用補助パッド５００の斜視図であ
る。
【図４１】図４０に示した管楽器の音孔用補助パッド５００の正面図である。
【図４２】図４０に示した管楽器の音孔用補助パッド５００の平面図である。
【図４３】図４０に示した管楽器の音孔用補助パッド５００をリコーダーの音孔に装着し
使用する方法を説明する参考図である。
【図４４】図４３に示した参考図のＲ－Ｒ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
以下、本発明を実施するための最良の形態について、実施の形態毎に説明する。
【００２３】
（実施の形態１）
図１は、この発明の実施形態１にかかる管楽器の音孔用補助パッド１００の斜視図である
。図２は、図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の平面図である。図３は、図１
に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の正面図である。図４は、図２に示した管楽器
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の音孔用補助パッド１００のＡ－Ａ断面図である。図５は、図２に示した管楽器の音孔用
補助パッド１００の右側面図である。図６は、図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１
００のＢ－Ｂ断面図である。図７は、図２に示した管楽器の音孔用補助パッド１００の底
面図である。
【００２４】
図１に示すように、この管楽器の音孔用補助パッド１００は、楕円形のシリコンパッド２
と、シリコンパッド２の中央に設けられた孔である開口１を主に有する。シリコンパッド
２はシート状のシリコン素材からなる。開口１の直径は、管楽器の音孔の直径と略同じで
ある。開口１の直径は音孔の直径と同じ直径のものが最適であるが、音孔に対し１ミリメ
ートルから数ミリメートル大きいものを用いても良い。音孔の直径は、楽器によって、ま
た、音孔の位置によって少しずつ違うので、様々な直径の開口１を備えた管楽器の音孔用
補助パッド１００を準備しておき、最適のサイズのものを選択できるようにしておくと良
い。
【００２５】
図２に示すように、シリコンパッド２の形状は横長の楕円形状であって、シリコンパッド
２の長手方向は、開口１の直径の長さよりも長くなっている。シリコンパッド２の長手方
向の長さは、管楽器の外周に沿って貼付されるので、短すぎると、シリコンパッド２が管
楽器から剥がれやすくなる。シリコンパッド２の長手方向の長さは、開口１の直径の２倍
から６倍の長さが適しており、約４倍から５倍程度の長さが最も適している。
【００２６】
図３に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００は、薄いシート状のシリコン素材か
らなる。管楽器の音孔用補助パッド１００の厚みは、０．５ミリメートルから５ミリメー
トルの間が良く、最適な厚みは１ミリメートルから３ミリメートルである。薄すぎると、
破れやすかったり、指で音孔を押さえる際に、指と音孔の間に空気漏れが生じたりして、
安定した音程や綺麗な音質を確保できない。厚すぎても、演奏中に違和感を生じたり、音
程に影響が出るので、指の細さや力の弱さをサポートし得る、程よい厚みのものを、個々
の好みと使用する楽器に合わせて選択すると良い。
【００２７】
図４に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００の中央には、管楽器の音孔の直径と
略同じ直径の孔である開口１が設けられている。管楽器の音孔用補助パッド１００は、両
端にいくほど薄くなっており、開口１の周辺は、両端に比べて厚くなっている。両端にい
くほど薄くなっているのは、中部管３３に貼りつけたときに、中部管３３の円形の外周に
フィットして貼りつきやすくするためであり、指等にひっかかって、端から剥がれてくる
のを予防するためでもある。
【００２８】
図５に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００は、側面視、薄いシート形状となっ
ており、厚みは上端から下端まで、略均一の厚みである。管楽器の音孔用補助パッド１０
０は、横長の楕円形状である。上下に隣接する音孔に貼る管楽器の音孔用補助パッド１０
０と互いに干渉しあわないよう、縦方向は短くなっている。
【００２９】
図６に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００の中央には、管楽器の音孔と略同じ
直径の孔である開口１が設けられている。実施例１の管楽器の音孔用補助パッド１００で
は、パッドの上端、開口１の近傍及びパッドの下端すべて同じ厚みとなっている。また、
管楽器の音孔用補助パッド１００の上面は、シボ河加工されている。管楽器の音孔用補助
パッド１００をリコーダーに貼付して演奏する際、指で押さえたり離したりという動作を
繰り返すことになるが、管楽器の音孔用補助パッド１００の上面がシボ加工されているこ
とで、指の汗や皮脂で指がすべることを予防できる。また、管楽器の音孔用補助パッド１
００は、薄いシート形状のシリコン素材であるが、上面がシボ加工されていることで、製
造の際、型から外しやすいというメリットもある。
【００３０】
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図７に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００の底面は、管楽器の滑らかな表面に
ぴったり貼りつくよう、シリコンパッド２の底面は鏡面加工され滑らかになっている。管
楽器の音孔用補助パッド１００は、粘着剤やテープ等を使用することなく、指で押圧する
だけで中部管３３にしっかりと貼りつけることができ、繰り返し使えて、経済的である。
また、粘着剤やテープが中部管３３に残ることがないので楽器を傷つけることもない。
【００３１】
次に、図８から図１０を示しながら、実施例１の管楽器の音孔用補助パッド１００の使用
方法について説明する。
【００３２】
図８は、図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００をリコーダーに装着した状態を示
す参考図である。図９は、図１に示した管楽器の音孔用補助パッド１００をリコーダーに
装着した状態を示す参考図である。図１０は、（ａ）は、図９に示した参考図のＣ部拡大
図であり、図１０（ｂ）は、図９の参考断面図である。
【００３３】
図８に示すように、リコーダーは、リードを使用せずに音を鳴らす無簧式（ノンリード）
の縦笛式の管楽器であり、最上部に唄口３１、その下部に頭部管３２、中部管３３及び足
部管３４が設けられている。中空の管体である中部管３３には、長手方向に、略一直線上
に複数孔が設けられ、音孔３５ａ～３５ｇとなっている。音孔３５ａから３５ｇは、中部
管３３の表面から内外に亘って貫通した孔である。最下部の音孔３５ｇ及び下から二番目
の位置にある音孔３５ｆは、中部管３３の表面に逆ドーム形状の窪みを形成し、窪みの中
に２つの孔が設けられたダブルホールの形態となっている。
【００３４】
リコーダーは、音孔３５ａから３５ｇを指で塞ぐことによって音を出すが、正確な音程で
綺麗な音を出すには、音孔にしっかりと指を密着させ音孔と指との間に隙間ができないよ
うにすることが必要である。しかし、指が細かったり、押さえる力が弱い子供や高齢者、
また、演奏に不慣れな初心者は、空気漏れしないよう、しっかりと音孔を指で塞ぐことが
難しいものである。
【００３５】
そこで、本発明の管楽器の音孔用補助パッド１００を音孔３５ａから３５ｅに貼付すると
、指が細かったり、指の力が弱くても、確実に、空気漏れなく音孔を塞ぐことができ、容
易に、安定した音程と音質を得ることができる。
【００３６】
管楽器の音孔用補助パッド１００の使用方法について、まず最初に、リコーダーの中部管
３３に設けられた音孔３５ａから３５ｅに、それぞれサイズのあった管楽器の音孔用補助
パッド１００を、音孔の数と同じ枚数分、準備する。サイズのあわせかたについて、音孔
の直径と略同じ直径の開口１が設けられている管楽器の音孔用補助パッド１００を選ぶと
良い。音孔の大きさは、楽器によって、また、音孔の位置によって、すこしずつ違うので
、管楽器の音孔用補助パッド１００は、様々なサイズのものを用意しておき、適時、サイ
ズのあったものを選択し使用するようにすると良い。
【００３７】
それから、図９に示すように、音孔の直径と略同じ直径の開口１を備えた管楽器の音孔用
補助パッド１００を、音孔と開口１がぴったりとあわさるようにして中部管３３に貼り付
ける。管楽器の音孔用補助パッド１００の両端は、中部管３３の側面まで達するので、管
楽器の音孔用補助パッド１００を、しっかりと中部管３３の外周に沿って貼りつけるよう
に、指で上から押さえて、しっかりと中部管３３に密着させる。管楽器の音孔用補助パッ
ド１００はシリコン素材で、底面が滑らかな鏡面加工となっているので、中部管３３の滑
らかな表面に載置し上から指で圧着することによって、ぴったりと貼りつけ固定すること
ができる。
【００３８】
音孔３５ａから３５ｅまで、それぞれ、管楽器の音孔用補助パッド１００を貼り付けたら
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、あとは、リコーダーを通常どおりの持ち方で支え、指で所定の音孔を塞いで音程をつけ
て演奏する。指で管楽器の音孔用補助パッド１００の上から音孔を塞ぐように押圧すると
、弾力性のあるシリコン素材からなる管楽器の音孔用補助パッド１００は、押圧によって
、柔らかく潰れるように変形し、指と音孔との間隙の隙間を塞いで空気の漏れを防ぐので
、リコーダーから、安定した音程と音質を得ることができる。
【００３９】
また、リコーダーを演奏する際、管楽器の音孔用補助パッド１００を貼り付けない状態で
指を音孔に押圧する動作を行うと、空気漏れを生じないよう、しっかりと音孔を塞がなけ
ればならず、強く指を押し付ける必要がある。中部管３３は、硬質の素材からなるため、
長時間、指を強く音孔に押し付ける動作を繰り返していると指が痛くなる。そのため、子
供の場合、練習を嫌がるようになったり、リコーダーの演奏に対して苦手意識が生じてし
まうことも多い。管楽器の音孔用補助パッド１００を使用して演奏するようにすれば、指
が直接音孔に触れず、管楽器の音孔用補助パッドの柔らかいシリコン素材に触れるので、
指が痛くなることがなく、練習に苦痛が伴わない。子供も練習を嫌がらず、容易に演奏で
きるようになる。
【００４０】
さらに、リコーダーを演奏する際は、リコーダーを縦に構え、上端の唄口３１を口にあて
、息を吹き込んで演奏するが、演奏中は、中部管３３の表面に設けられた音孔３５ａから
３５ｇは目視することができない。管楽器の音孔用補助パッド１００を使用すると、音孔
の周辺は、管楽器の音孔用補助パッド１００のシリコン素材によって指の触覚で確認する
ことができ、音孔の位置が把握しやすく、運指が容易に的確に行うことができる。
【００４１】
図１０（ａ）に示すように、管楽器の音孔用補助パッド１００の両端は、リコーダーの中
部管３３の側面まで届いている。管楽器の音孔用補助パッド１００は、横長の楕円形状で
あるため中部管３３の外周に沿って、しっかりと貼りつけることができる。また、管楽器
の音孔用補助パッドはシリコン素材で底面が鏡面加工されているので、図１０（ｂ）に示
すように、ツルツルした中部管３３の表面に吸い付くように貼りついて位置ずれすること
がなく、リコーダーの演奏中、指を押さえたり離したりする動作を繰り返しても、管楽器
の音孔用補助パッド１００が剥がれることがなく、安定した音程と良い音質を得ることが
できる。
【００４２】
（実施の形態２）
次に、図１１から図１６を示しながら、実施の形態２の管楽器の音孔用補助パッド２００
について説明する。
【００４３】
図１１は、この発明の実施形態２にかかる管楽器の音孔用補助パッド２００の斜視図であ
る。図１２は、図１１に示した管楽器の音孔用補助パッド２００の平面図である。図１３
は、図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＤ－Ｄ断面図である。図１４は、
図１２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＥ－Ｅ断面図である。図１５は、図１
２に示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＦ－Ｆ断面図である。図１６は、図１２に
示した管楽器の音孔用補助パッド２００のＧ－Ｇ断面図である。
【００４４】
実施の形態２の管楽器の音孔用補助パッド２００は、リコーダーの音孔のうち、最下部の
音孔及び下から二番目の位置にある音孔、すなわち、ダブルホールの音孔に使用するため
のものである。
【００４５】
図１１に示すように、この管楽器の音孔用補助パッド２００は、楕円形のシートからなる
シリコンパッド２と、シリコンパッド２の中央に設けられた孔である２つの開口１を主に
有する。シリコンパッド２はシリコン素材からなる。開口１の直径は、管楽器の最下部の
音孔と下から二番目の位置にあるダブルホールの音孔の直径と略同じである。
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【００４６】
図１２に示すように、シリコンパッド２の形状は横長の楕円形形状であって、長手方向の
直径は、開口１の直径よりも長くなっている。シリコンパッド２の長手方向は、管楽器の
外周に沿って貼付されるので、長手方向の長さが短すぎると、シリコンパッド２が管楽器
から剥がれやすくなる。シリコンパッド２の長手方向の長さは、開口１の直径の２倍から
６倍の長さが適しており、約４倍から５倍程度の長さが最も適している。
【００４７】
図１３に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００は、中央部分が薄く、円形状に凹
んでおりパッド中央部凹み２５となっている。リコーダーの最下部の音孔３５ｇと下から
二番目の位置にある音孔３５ｆは、中部管３３に円形のくぼみを設け、その中に２つの孔
を設けたダブルホール式となっている。中央部分に厚みのあるパッド中央部凹み２５が設
けられていることによって、演奏の際、管楽器の音孔用補助パッド２００の上から指を押
圧すると、薄く伸縮性のあるパッド中央部凹み２５が伸びて、音孔３５ｇ及び３５fの円
形のくぼみにフィットする構造となっている。
【００４８】
管楽器の音孔用補助パッド２００は、薄いシート状のシリコン素材からなる。管楽器の音
孔用補助パッド２００の外側の厚みは、０．５ミリメートルから５ミリメートルの間が良
く、最適な厚みは１ミリメートルから３ミリメートルである。薄すぎると、破れやすかっ
たり、指で音孔を押さえる際に、指と音孔の間に空気漏れが生じたりして、十分な使用効
果を発揮できないが、厚すぎても、演奏中に違和感を生じ、音程に影響が出るので、指の
細さや力の弱さをサポートし得る、程よい厚みのものを、個々の好みと合わせて選択する
と良い。音孔用補助パッド２００の中央部分、パッド中央部凹み２５は、外側より薄くな
っている。パッド中央部凹み２５の中央付近の厚みは、管楽器の音孔用補助パッド２００
の上縁または下縁の６分の１から３分の２程度の厚みが良く、２分の１から３分の１前後
の厚みが最適である。
【００４９】
図１４に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００の中央にあるパッド中央部凹み２
５は、その上表面がドーム形状を逆にしたような形状に凹みが形成されており、外側に比
して薄い構造となっている。そして、そのパッド中央部凹み２５の中には、開口１が２つ
設けられている。開口１の２つの孔は、管楽器のダブルホールのそれぞれの音孔の直径と
略同じ直径の孔となっている。また、管楽器の音孔用補助パッド２００は、左右方向、す
なわち、音孔に貼ったときリコーダー筒の外周方向が垂直方向に比して長くなっている。
外周方向に長いのは、中部管３３に貼りつけたときに、中部管３３の円形の外周にフィッ
トさせ貼りつきやすくするためであり、しっかり貼りつくことで指等にひっかかって、端
から剥がれてくるのを予防するためである。
【００５０】
図１５に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００は、側面視、薄いシート形状で、
上端と下端は厚く、中心部分は薄くなっている。管楽器の音孔用補助パッド２００は、横
長の楕円形状である。上下に隣接する音孔に貼る管楽器の音孔用補助パッド２００と互い
に干渉しあわないよう、縦方向は短くなっている。
【００５１】
図１６に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００の中央には、管楽器の最下部の音
孔及び下から二番目の一にある音孔の、それぞれのダブルホールの孔の直径と略同じ直径
の孔である開口１が設けられている。実施例２の管楽器の音孔用補助パッド２００では、
パッドの上端とパッドの下端が厚く、中央は薄くなっている。また、管楽器の音孔用補助
パッド２００の表面は、シボ面となっている。管楽器の音孔用補助パッド２００をリコー
ダーに貼付して演奏する際、指で押さえたり離したりという動作を繰り返すことになるが
、管楽器の音孔用補助パッド２００の表面がシボ加工されていることで、指の汗や皮脂で
指がすべることを予防できる。また、管楽器の音孔用補助パッド２００は、薄いシート形
状のシリコン素材であるが、上面がシボ加工されていることで、製造の際、型から外しや
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すいというメリットもある。
【００５２】
管楽器の音孔用補助パッド２００の裏面は、管楽器の滑らかな表面にぴったり貼りつくよ
う、鏡面加工され滑らかになっている。管楽器の音孔用補助パッド２００は、粘着剤やテ
ープ等を使用することなく、指で押圧するだけで中部管３３にしっかりと貼りつけること
ができ、繰り返し使えて、経済的である。また、粘着剤やテープが中部管３３に残ること
がないので楽器を傷つけることもない。
【００５３】
次に、図１７から図１９を示しながら、実施の形態２の管楽器の音孔用補助パッド２００
の使用方法について説明する。図１７は、管楽器の音孔用補助パッド１００及び２００を
リコーダーに装着した状態を示す参考図である。図１８は、管楽器の音孔用補助パッド１
００及び２００をリコーダーに装着した状態を示す参考図である。図１９は、図１８に示
した参考図のＨ部拡大図であり、（ｂ）は、参考断面図、（ｃ）は、音孔を指で押さえた
状態での参考断面図である。
【００５４】
リコーダーは、リードを使用せずに音を鳴らす無簧式（ノンリード）の縦笛式の管楽器で
あり、最上部に唄口３１、その下部に頭部管３２、中部管３３及び足部管３４が設けられ
ている。中空の管体である中部管３３には、長手方向に、略一直線上に複数孔が設けられ
、音孔３５ａ～３５ｇとなっている。音孔３５ａから３５ｇは、中部管３３の表面から内
外に亘って貫通した孔である。最下部の音孔３５ｇ及び下から二番目の位置にある音孔３
５ｆは、中部管３３の表面に逆ドーム形状の窪みを形成し、窪みの中に２つの孔が設けら
れたダブルホールの形態となっている。
【００５５】
リコーダーは、音孔３５ａから３５ｇを指で塞ぐことによって音を出すが、正確な音程で
綺麗な音を出すには、音孔にしっかりと指を密着させ音孔と指との間に隙間ができないよ
うにすることが必要である。そして、リコーダー演奏において、一番難しいのは、最下部
の音孔である３５ｇと下から二番目の音孔である３５ｆを指で塞いで音を出す動作である
。リコーダーの下部は、演奏中は目視できず、また、最下部の音孔３５ｇと下から二番目
の位置にある音孔３５ｆは、小指と薬指という、他の指に比べて細く、力も入れにくい指
を使う必要があるためである。
【００５６】
そこで、本発明の管楽器の音孔用補助パッド２００は、リコーダーの最下部の音孔である
３５ｇ、下から二番目の位置にある音孔である３５ｆに貼付して使用することにより、リ
コーダーの演奏の中で一番難しいリコーダー最下部と下から二番目の位置にあるダブルホ
ールの音孔を指で塞ぐ動作を、楽に、容易に行うことができるようにするためのものであ
る。この管楽器の音孔用補助パッド２００を使用することによって、小指や薬指のような
細く弱い指でも、確実に、空気漏れなく音孔を塞ぐことができ、容易に、安定した音程と
音質を得ることができる。
【００５７】
管楽器の音孔用補助パッド２００の使用方法について、まず最初に、リコーダーの中部管
３３に設けられた音孔３５f及び３５ｇに、それぞれサイズのあった管楽器の音孔用補助
パッド２００を、枚数分、準備する。サイズのあわせかたについて、音孔の直径と略同じ
直径の開口１が設けられている管楽器の音孔用補助パッド２００を選ぶと良い。音孔の大
きさは、楽器によって、すこしずつ違うので、管楽器の音孔用補助パッド２００は、様々
なサイズのものを用意しておき、適時、サイズのあったものを選択し使用するようにする
と良い。
【００５８】
それから、図１７に示すように、音孔の直径と略同じ直径の開口１を備えた管楽器の音孔
用補助パッド２００を、音孔と開口１の位置があうようにして中部管３３に貼り付ける。
管楽器の音孔用補助パッド２００の両端は、中部管３３の側面まで達するので、管楽器の
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音孔用補助パッド２００を、しっかりと中部管３３の外周に沿って貼りつけるように、指
で上から押さえて、しっかりと中部管３３に密着させる。音孔３５ｆ及び３５ｇは、丸い
窪みが設けられ、その中ダブルホールの音孔が設けられた構造であるので、くぼみの部分
は、管楽器の音孔用補助パッドは密着させず、すこし浮いた状態で、くぼみの周囲の部分
にしっかり管楽器の音孔用補助パッド２００を貼り付けて固定していくと良い。管楽器の
音孔用補助パッド２００はシリコン素材で、裏面が滑らかな鏡面加工となっているので、
中部管３３の滑らかな表面に載置し上から指で圧着することによって、ぴったりと貼りつ
け固定することができる。
【００５９】
図１８に示すように、音孔３５ａから３５ｅまで、それぞれ、管楽器の音孔用補助パッド
２００を貼り付けたら、あとは、リコーダーを通通りの持ち方で支え、演奏する。指で管
楽器の音孔用補助パッド２００の上から音孔を塞ぐように押圧すると、弾力性のあるシリ
コン素材からなる管楽器の音孔用補助パッド２００のパッド中央部凹み２５が、押圧によ
って下にある音孔３５ｆまたは３５ｇの円形のくぼみにフィットし、柔らかく潰れるよう
に変形し指と音孔に密着し、指と音孔との間隙の隙間を塞いで空気の漏れを防ぐので、リ
コーダーから、安定した音程と音質を得ることができる。
【００６０】
リコーダーを演奏する際、管楽器の音孔用補助パッド２００を貼り付けない状態で指を音
孔に押圧する動作を行うと、空気漏れを生じないよう、しっかりと音孔を塞がなければな
らず、強く指を押し付ける必要がある。中部管３３は、硬質の素材からなるため、長時間
、指を強く音孔に押し付ける動作を繰り返していると指が痛くなるため、子供の場合、練
習を嫌がるようになったり、リコーダーの演奏に対して苦手意識が生じてしまうことも多
い。管楽器の音孔用補助パッド２００を使用して演奏するようにすれば、指が直接音孔に
触れず、管楽器の音孔用補助パッドの柔らかいシリコン素材に触れることになるので、指
が痛くなることがなく、練習に苦痛が伴うことがなく、また、容易に演奏を行うことがで
きる。
【００６１】
さらに、リコーダーを演奏する際は、リコーダーを縦に構え、上端の唄口３１を口にあて
、息を吹き込んで演奏するため、演奏中は、中部管３３の下部に設けられた音孔３５ｆ及
び３５ｇは目視することができない。管楽器の音孔用補助パッド２００を使用すると、音
孔の周辺は、管楽器の音孔用補助パッド２００のシリコン素材によって指の触覚で確認す
ることができ、音孔の位置が把握しやすく、運指が容易に的確に行うことができる。
【００６２】
図１９（ａ）に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００の両端は、リコーダーの中
部管３３の側面まで届いている。管楽器の音孔用補助パッド２００は、横長の楕円形状で
あるため中部管３３の外周に沿って、しっかりと貼りつけることができる。また、管楽器
の音孔用補助パッドはシリコン素材で裏面が鏡面加工されているので、ツルツルした中部
管３３の表面に吸い付くように貼りついて位置ずれすることがなく、リコーダーの演奏中
、指を押さえたり離したりする動作を繰り返しても、管楽器の音孔用補助パッド１００が
剥がれることがなく、安定した音程と良い音質を得ることができる。管楽器の音孔用補助
パッド２００は、音孔３５ｆまたは３５ｇに貼り付けた状態で、図１９（ｂ）のように、
音孔周辺の窪み部分から浮いた状態となってるが、図１９（ｃ）のように、管楽器の音孔
用補助パッド２００の上から指で押圧すると、指に押されて、管楽器の音孔用補助パッド
２００が沈み込み、指と音孔との間につぶされ隙間なく広がるので、空気漏れを生じず、
安定した音程と、綺麗な音質を得ることができる。
【００６３】
（実施の形態３）
次に、図２０から図２６を示しながら、実施の形態３の管楽器の音孔用補助パッド３００
について説明する。
【００６４】
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図２０は、この発明の実施形態３にかかる管楽器の音孔用補助パッド３００の斜視図であ
る。図２１は、図２０に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の平面図である。図２２
は、図２０に示した管楽器の音孔用補助パッド３００の正面図である。図２３は、図２１
に示した管楽器の音孔用補助パッド３００のＪ－Ｊ断面図である。図２４は、図２１に示
した管楽器の音孔用補助パッド３００の右側面図である。図２５は、図２１に示した管楽
器の音孔用補助パッド３００のＫ－Ｋ断面図である。図２６は、図２１に示した管楽器の
音孔用補助パッド３００の底面図である。
【００６５】
図２０に示すように、この管楽器の音孔用補助パッド３００は、楕円形のシートからなる
シリコンパッド２と、シリコンパッド２の中央に設けられた孔である開口１を主に有する
。開口１の直径は、管楽器の音孔の直径と略同じである。実施の形態３では、開口１の円
周の外縁に沿ってリング形状の盛り上がりが設けられ、開口縁１１となっている。
【００６６】
図２１に示すように、シリコンパッド２の形状は横長の楕円形形状であって、長手方向の
直径は、開口１の直径よりも長くなっている。リコンパッド２の長手方向は、管楽器の外
周に沿って貼付されるので、長手方向の長さが短すぎると、シリコンパッド２が管楽器か
ら剥がれやすくなる。シリコンパッド２の長手方向の長さは、開口１の直径の２倍から６
倍の長さが適しており、約４倍から５倍程度の長さが最も適している。
【００６７】
図２２に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００は、薄いシート状のシリコン素材
からなる。管楽器の音孔用補助パッド３００の厚みは、０．５ミリメートルから５ミリメ
ートルの間が良く、最適な厚みは１ミリメートルから３ミリメートルである。
【００６８】
図２３に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００の中央には、管楽器の音孔の直径
と略同じ直径の孔である開口１が設けられている。開口１の縁は盛り上がって開口縁１１
を形成しているが、開口縁１１の部分の厚みは、他の部分の厚みの２倍から４倍の間であ
る。開口縁１１の高さは、高いほうが指で押さえやすいが、高すぎると、指で音孔を押さ
える際に、指と音孔の間に空気漏れが生じたりすることもあるので、指の細さや力の弱さ
をサポートし得る、程よい厚みのものを、個々の好みと合わせて選択すると良い。
【００６９】
図２４に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００は、側面視、薄いシート形状とな
っており、厚みは上端から下端まで、略均一の厚みであるが、開口縁１１の部分だけ盛り
上がって凸部を形成している。管楽器の音孔用補助パッド３００は、横長の楕円形状であ
る。上下に隣接する音孔に貼る管楽器の音孔用補助パッド３００と互いに干渉しあわない
よう、縦方向は短くなっている。
【００７０】
図２５に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００の中央には、管楽器の音孔と略同
じ直径の孔である開口１が設けられている。実施例１の管楽器の音孔用補助パッド３００
では、パッドの上端及びパッドの下端は同じ厚みとなっているが開口１の縁である開口縁
１１の部分は開口１の外周に沿って盛り上がっており厚くなっている。また、管楽器の音
孔用補助パッド３００の上面は、シボ面となっている。管楽器の音孔用補助パッド３００
をリコーダーに貼付して演奏する際、指で押さえたり離したりという動作を繰り返すこと
になるが、管楽器の音孔用補助パッド３００の上面がシボ加工されていることで、指の汗
や皮脂で指がすべることを予防できる。また、管楽器の音孔用補助パッド３００は、薄い
シート形状のシリコン素材であるが、上面がシボ加工されていることで、製造の際、型か
ら外しやすいというメリットもある。
【００７１】
図２６に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００の底面は、管楽器の滑らかな表面
にぴったり貼りつくよう、シリコンパッド２の底面は鏡面加工され滑らかになっている。
管楽器の音孔用補助パッド３００は、粘着剤やテープ等を使用することなく、指で押圧す
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るだけで中部管３３にしっかりと貼りつけることができ、繰り返し使えて、経済的である
。また、粘着剤やテープが中部管３３に残ることがないので楽器を傷つけることもない。
【００７２】
次に、図２７から図２９を示しながら、実施の形態３の管楽器の音孔用補助パッド３００
の使用方法について説明する。図２７は、管楽器の音孔用補助パッド３００をリコーダー
に装着した状態を示す参考図である。図２８は、管楽器の音孔用補助パッド３００をリコ
ーダーに装着した状態を示す参考図である。図２９（ａ）は、図２８に示した参考図のＬ
部拡大図であり、図２９（ｂ）は参考断面図である。
【００７３】
管楽器の音孔用補助パッド３００の使用方法について、まず最初に、リコーダーの中部管
３３に設けられた音孔３５ａから３５ｅに、それぞれサイズのあった管楽器の音孔用補助
パッド３００を、音孔の数と同じ枚数分、準備する。サイズのあわせかたについて、音孔
の直径と略同じ直径の開口１が設けられている管楽器の音孔用補助パッド３００を選ぶと
良い。音孔の大きさは、楽器によって、また、音孔の位置によって、すこしずつ違うので
、管楽器の音孔用補助パッド３００は、様々なサイズのものを用意しておき、適時、サイ
ズのあったものを選択し使用するようにすると良い。
【００７４】
それから、図２７に示すように、音孔の直径と略同じ直径の開口１を備えた管楽器の音孔
用補助パッド３００を、音孔と開口１がぴったりとあわさるようにして中部管３３に貼り
付ける。管楽器の音孔用補助パッド３００の両端は、中部管３３の側面まで達するので、
管楽器の音孔用補助パッド３００を、しっかりと中部管３３の外周に沿って貼りつけるよ
うに、指で上から押さえて、しっかりと中部管３３に密着させる。管楽器の音孔用補助パ
ッド３００はシリコン素材で、底面が滑らかな鏡面加工となっているので、中部管３３の
滑らかな表面に載置し上から指で圧着することによって、ぴったりと貼りつけ固定するこ
とができる。
【００７５】
図２８に示すように、音孔３５ａから３５ｅまで、それぞれ、管楽器の音孔用補助パッド
３００を貼り付けたら、あとは、リコーダーを通常どおりの持ち方で支え、演奏する。指
で管楽器の音孔用補助パッド３００の上から音孔を塞ぐように押圧すると、弾力性のある
シリコン素材からなる管楽器の音孔用補助パッド３００は、押圧によって、柔らかく潰れ
るように変形し、指と音孔との間隙の隙間を塞いで空気の漏れを防ぐので、リコーダーか
ら、安定した音程と音質を得ることができる。
【００７６】
また、リコーダーを演奏する際、管楽器の音孔用補助パッド３００を貼り付けない状態で
指を音孔に押圧する動作を行うと、空気漏れを生じないよう、しっかりと音孔を塞がなけ
ればならず、強く指を押し付ける必要がある。中部管３３は、硬質の素材からなるため、
長時間、指を強く音孔に押し付ける動作を繰り返していると指が痛くなるため、子供の場
合、練習を嫌がるようになったり、リコーダーの演奏に対して苦手意識が生じてしまうこ
とも多い。管楽器の音孔用補助パッド３００を使用して演奏するようにすれば、指が直接
音孔に触れず、管楽器の音孔用補助パッドの柔らかいシリコン素材に触れることになるの
で、指が痛くなることがなく、練習に苦痛が伴うことがなく、また、容易に演奏を行うこ
とができる。
【００７７】
さらに、リコーダーを演奏する際は、リコーダーを縦に構え、上端の唄口３１を口にあて
、息を吹き込んで演奏するため、演奏中は、中部管３３の表面に設けられた音孔３５ａか
ら３５ｇは目視することができないが、管楽器の音孔用補助パッド３００を使用すると、
音孔の周辺は、管楽器の音孔用補助パッド３００のシリコン素材によって指の触覚で確認
することができ、音孔の位置が把握しやすく、運指が容易に的確に行うことができる。
【００７８】
図２９（ａ）に示すように、管楽器の音孔用補助パッド３００の両端は、リコーダーの中
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部管３３の側面まで届いている。管楽器の音孔用補助パッド３００は、横長の楕円形状で
あるため中部管３３の外周に沿って、しっかりと貼りつけることができる。また、管楽器
の音孔用補助パッドはシリコン素材で底面が鏡面加工されているので、図２９（ｂ）に示
すように、ツルツルした中部管３３の表面に吸い付くように貼りついて位置ずれすること
がなく、リコーダーの演奏中、指を押さえたり離したりする動作を繰り返しても、管楽器
の音孔用補助パッド３００が剥がれることがなく、安定した音程と良い音質を得ることが
できる。
【００７９】
（実施の形態４）
次に、図３０から図３６を示しながら、実施の形態４の管楽器の音孔用補助パッド４００
について説明する。
【００８０】
図３０は、この発明の実施形態４にかかる管楽器の音孔用補助パッド４００の斜視図であ
る。図３１は、図３０に示した管楽器の音孔用補助パッド４００の平面図である。図３２
は、図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＭ－Ｍ断面図である。図３３は、
図３１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＮ－Ｎ断面図である。図３４は、図３
１に示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＯ－Ｏ断面図である。図３５は、図３１に
示した管楽器の音孔用補助パッド４００のＰ－Ｐ断面図である。図３６は、図３１に示し
た管楽器の音孔用補助パッド４００の底面図である。
【００８１】
実施の形態４の管楽器の音孔用補助パッド４００は、リコーダーの音孔のうち、最下部の
音孔及び下から二番目の位置にある音孔、すなわち、ダブルホールの音孔に使用するため
のものである。
【００８２】
図３０に示すように、この管楽器の音孔用補助パッド４００は、楕円形のシートからなる
シリコンパッド２と、シリコンパッド２の中央に設けられた２つの孔、開口１を主に有す
る。シリコンパッド２はシリコン素材からなる。開口１の直径は、管楽器の最下部の音孔
と下から二番目の位置にあるダブルホールの音孔の直径と略同じである。
【００８３】
図３１に示すように、シリコンパッド２の形状は横長の楕円形形状であって、長手方向の
直径は、開口１の直径よりも長くなっている。リコンパッド２の長手方向は、管楽器の外
周に沿って貼付されるので、長手方向の長さが短すぎると、シリコンパッド２が管楽器か
ら剥がれやすくなる。シリコンパッド２の長手方向の長さは、開口１の直径の２倍から６
倍の長さが適しており、約４倍から５倍程度の長さが最も適している。
【００８４】
図３２に示すように、管楽器の音孔用補助パッド４００は、中央部分に円形の窪みである
パッド中央部凹み２５が設けられ、その窪みの底に開口１がダブルホールで設けられてい
る。リコーダーの最下部の音孔３５ｇと下から二番目の位置にある音孔３５ｆは、中部管
３３に円形のくぼみを設け、その中に２つの孔を設けたダブルホール式となっているため
、凹んだパッド中央部凹み２５が設けられていることによって、音孔３５ｇ及び３５fの
円形のくぼみにフィットする構造となっている。
【００８５】
実施の形態４の管楽器の音孔用補助パッド４００の特徴は、底面にある。図３２に示すよ
うに、管楽器の音孔用補助パッド４００の底面であって開口１の縁は、開口１の外周に沿
ってリング状の盛り上がりである凸部２６が底面側に設けられている。管楽器の音孔用補
助パッドは、音孔３５ｆ及び３５ｇの円形に凹んだくぼみの底部から多少浮いた状態とな
っているが、底面側にある凸部２６が設けられていることによって、指で、管楽器の音孔
用補助パッド４００の上から音孔を押さえた際に、この凸部２６が沈み込んで、音孔３５
ｆ及び３５ｇの縁に触れるように密着し、空気漏れを防ぎ、安定した音程と綺麗な音質を
得ることができる。
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【００８６】
図３３に示すように、管楽器の音孔用補助パッド２００の中央には、ドーム形状を逆にし
たような円形のくぼみが設けられパッド中央部凹み２５となっており、そのパッド中央部
凹み２５の中に、開口１が２つ設けられている。開口１の２つの孔は、管楽器のダブルホ
ールのそれぞれの音孔の直径と略同じ直径の孔となっている。また、管楽器の音孔用補助
パッド２００は、両端にいくほど薄くなっており、開口１の周辺は、両端に比べて厚くな
っている。両端にいくほど薄くなっているのは、中部管３３に貼りつけたときに、中部管
３３の円形の外周にフィットして貼りつきやすくするためであり、指等にひっかかって、
端から剥がれてくるのを予防するためでもある。
【００８７】
図３４に示すように、管楽器の音孔用補助パッド４００は、側面視、薄いシート形状とな
っており、厚みは上端から下端まで、略均一の厚みであるが、開口１の縁は盛り上がって
おり凸部２６となっている。管楽器の音孔用補助パッド４００は、横長の楕円形状である
。上下に隣接する音孔に貼る管楽器の音孔用補助パッド４００と互いに干渉しあわないよ
う、縦方向は短くなっている。
【００８８】
図３５に示すように、管楽器の音孔用補助パッド４００の中央には、管楽器の最下部の音
孔及び下から二番目の一にある音孔の、それぞれのダブルホールの孔の直径と略同じ直径
の孔である開口１が設けられている。開口１の縁であって底面側には、凸部２６が設けら
れている。実施例４の管楽器の音孔用補助パッド４００では、パッドの上端及びパッドの
下端同じ厚みとなっているが、開口１の縁には凸部２６が設けられ、この部分は上端や下
端に比して厚くなっている。また、管楽器の音孔用補助パッド４００の上面は、シボ面と
なっている。管楽器の音孔用補助パッド４００をリコーダーに貼付して演奏する際、指で
押さえたり離したりという動作を繰り返すことになるが、管楽器の音孔用補助パッド４０
０の上面がシボ加工されていることで、指の汗や皮脂で指がすべることを予防できる。ま
た、管楽器の音孔用補助パッド４００は、薄いシート形状のシリコン素材であるが、上面
がシボ加工されていることで、製造の際、型から外しやすいというメリットもある。
【００８９】
管楽器の音孔用補助パッド４００の底面は、管楽器の滑らかな表面にぴったり貼りつくよ
う、シリコンパッド２の底面は鏡面加工され滑らかになっている。管楽器の音孔用補助パ
ッド４００は、粘着剤やテープ等を使用することなく、指で押圧するだけで中部管３３に
しっかりと貼りつけることができ、繰り返し使えて、経済的である。また、粘着剤やテー
プが中部管３３に残ることがないので楽器を傷つけることもない。
【００９０】
次に、図３７から図３９を示しながら、実施の形態４の管楽器の音孔用補助パッド４００
の使用方法について説明する。図３７は、管楽器の音孔用補助パッド３００及び４００を
リコーダーに装着した状態を示す参考図である。図３８は、管楽器の音孔用補助パッド３
００及び４００をリコーダーに装着した状態を示す参考図である。図３９（ａ）は図３８
に示した参考図のＱ部拡大図であり、図３９（ｂ）は、参考断面図、（ｃ）は、音孔を指
で押さえた状態での参考断面図である。
【００９１】
管楽器の音孔用補助パッド４００の使用方法について、まず最初に、リコーダーの中部管
３３に設けられた音孔３５f及び３５ｇに、それぞれサイズのあった管楽器の音孔用補助
パッド４００を、枚数分、準備する。サイズのあわせかたについて、音孔の直径と略同じ
直径の開口１が設けられている管楽器の音孔用補助パッド４００を選ぶと良い。音孔の大
きさは、楽器によって、すこしずつ違うので、管楽器の音孔用補助パッド４００は、様々
なサイズのものを用意しておき、適時、サイズのあったものを選択し使用するようにする
と良い。
【００９２】
それから、図３７に示すように、音孔の直径と略同じ直径の開口１を備えた管楽器の音孔
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用補助パッド４００を、音孔と開口１の位置があうようにして中部管３３に貼り付ける。
管楽器の音孔用補助パッド４００の両端は、中部管３３の側面まで達するので、管楽器の
音孔用補助パッド４００を、しっかりと中部管３３の外周に沿って貼りつけるように、指
で上から押さえて、しっかりと中部管３３に密着させる。音孔３５ｆ及び３５ｇは、丸い
窪みが設けられ、その中ダブルホールの音孔が設けられた構造であるので、くぼみの部分
は、管楽器の音孔用補助パッドは密着させず、すこし浮いた状態で、くぼみの周囲の部分
にしっかり管楽器の音孔用補助パッド４００を貼り付けて固定していくと良い。管楽器の
音孔用補助パッド４００はシリコン素材で、底面が滑らかな鏡面加工となっているので、
中部管３３の滑らかな表面に載置し上から指で圧着することによって、ぴったりと貼りつ
け固定することができる。
【００９３】
図３８に示すように、音孔３５ａから３５ｅまで、それぞれ、管楽器の音孔用補助パッド
４００を貼り付けたら、あとは、リコーダーを通常どおりの持ち方で支え、演奏する。指
で管楽器の音孔用補助パッド４００の上から音孔を塞ぐように押圧すると、弾力性のある
シリコン素材からなる管楽器の音孔用補助パッド４００のパッド中央部凹み２５が、押圧
によって下にある音孔３５ｆまたは３５ｇの円形のくぼみにフィットし、柔らかく潰れる
ように変形し指と音孔に密着し、指と音孔との間隙の隙間を塞いで空気の漏れを防ぐので
、リコーダーから、安定した音程と音質を得ることができる。
【００９４】
リコーダーを演奏する際、管楽器の音孔用補助パッド４００を貼り付けない状態で指を音
孔に押圧する動作を行うと、空気漏れを生じないよう、しっかりと音孔を塞がなければな
らず、強く指を押し付ける必要がある。中部管３３は、硬質の素材からなるため、長時間
、指を強く音孔に押し付ける動作を繰り返していると指が痛くなるため、子供の場合、練
習を嫌がるようになったり、リコーダーの演奏に対して苦手意識が生じてしまうことも多
い。管楽器の音孔用補助パッド４００を使用して演奏するようにすれば、指が直接音孔に
触れず、管楽器の音孔用補助パッドの柔らかいシリコン素材に触れることになるので、指
が痛くなることがなく、練習に苦痛が伴うことがなく、また、容易に演奏を行うことがで
きる。
【００９５】
さらに、リコーダーを演奏する際は、リコーダーを縦に構え、上端の唄口３１を口にあて
、息を吹き込んで演奏するため、演奏中は、中部管３３の下部に設けられた音孔３５ｆ及
び３５ｇは目視することができない。管楽器の音孔用補助パッド２００を使用すると、音
孔の周辺は、管楽器の音孔用補助パッド４００のシリコン素材によって指の触覚で確認す
ることができ、音孔の位置が把握しやすく、運指が容易に的確に行うことができる。
【００９６】
図３９（ａ）に示すように、管楽器の音孔用補助パッド４００の両端は、リコーダーの中
部管３３の側面まで届いている。管楽器の音孔用補助パッド４００は、横長の楕円形状で
あるため中部管３３の外周に沿って、しっかりと貼りつけることができる。また、管楽器
の音孔用補助パッドはシリコン素材で底面が鏡面加工されているので、ツルツルした中部
管３３の表面に吸い付くように貼りついて位置ずれすることがなく、リコーダーの演奏中
、指を押さえたり離したりする動作を繰り返しても、管楽器の音孔用補助パッド４００が
剥がれることがなく、安定した音程と良い音質を得ることができる。管楽器の音孔用補助
パッド２００は、音孔３５ｆまたは３５ｇに貼り付けた状態で、図３９（ｂ）のように、
音孔周辺の窪み部分から浮いた状態となってるが、図３９（ｃ）のように、管楽器の音孔
用補助パッド２００の上から指で押圧すると、指に押されて、管楽器の音孔用補助パッド
４００が沈み込み、底面側にある凸部２６が指と音孔との間につぶされ隙間なく広がるの
で、空気漏れを生じず、安定した音程と、綺麗な音質を得ることができる。
【００９７】
(実施の形態５)
次に、図４０から図４２を示しながら、実施の形態５の管楽器の音孔用補助パッド５００
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について説明する。
【００９８】
図４０は、この発明の実施形態５にかかる管楽器の音孔用補助パッド５００の斜視図であ
る。図４１は、図４０に示した管楽器の音孔用補助パッド５００の正面図である。図４２
は、図４０に示した管楽器の音孔用補助パッド５００の平面図である。
【００９９】
図４０に示すように、この管楽器の音孔用補助パッド５００は、楕円形のシートからなる
シリコンパッド２と、シリコンパッド２の中央に設けられた孔である開口１を主に有する
。実施の形態５では、開口１の円周の外縁の一部である右側開口縁１１ａのみ盛り上がり
が設けられており、対応する左側開口縁１１は、平らで盛り上がりがない構成となってい
る。
【０１００】
図４１に示すように、管楽器の音孔用補助パッド５００は、薄いシート状のシリコン素材
からなる。管楽器の音孔用補助パッド５００の厚みは、０．５ミリメートルから５ミリメ
ートルの間が良く、最適な厚みは１ミリメートルから３ミリメートルである。また、シリ
コンパッド２の中央に設けられた開口１の縁は、片側のみ盛り上がって高くなっている。
右側開口縁１１ａの高さは、シリコンパッド２の高さの約２倍から４倍が良い。指の細い
人用には、右側開口縁１１ａの高さの高いもの、指の太さが比較的太い人または演奏に慣
れてきた人が使用するものは右側開口縁１１ａが低いものを用いると良い。
【０１０１】
図４２に示すように、管楽器の音孔用補助パッド５００の中央には、管楽器の音孔の直径
と略同じ直径の孔である開口１が設けられており、開口１の片側の縁のみ盛り上がって右
側開口縁１１ａを形成している。右側開口縁１１ａの高さは、高いほうが指で押さえやす
いが、高すぎると、指で音孔を押さえる際に、指と音孔の間に空気漏れが生じたりするこ
ともあるので、指の細さや力の弱さをサポートし得る、程よい厚みのものを、個々の好み
と合わせて選択すると良い。
【０１０２】
管楽器の音孔用補助パッド５００の使用方法について、図４３に示すように、音孔の直径
と略同じ直径の開口１を備えた管楽器の音孔用補助パッド５００を、音孔と開口１がぴっ
たりとあわさるようにして中部管３３に貼り付ける。その際に、右手の指で押さえる音孔
には、向かって右側に右側開口縁１１ａが来るような角度で貼っていき、左手の指で押さ
える音孔には、向かって左側に右側開口縁１１ａがくるような角度に方向を定めて貼り付
けていくとよい。つまり、指の先端にあたる側に、盛り上がった凸部である右側開口縁１
１ａがくるように貼っていく。開口縁の一部が盛り上がった右側開口縁１１ａが設けられ
ている理由は、音孔を押さえる際に、指の先端が、どうしても音孔から浮いて隙間が生じ
やすくなるので、その隙間を盛り上がった凸部である右側開口縁１１ａが埋めるようにす
るためである。
【０１０３】
図４４に示すように、指の先端側に右側開口縁１１ａがくるようにしてリコーダーを演奏
すると、指の先端側が、力が足りず音孔から少し浮いてしまいそうなときでも、右側開口
縁１１ａが音孔と指との間の隙間をなくし、空気漏れを防ぐので、安定した音程と、綺麗
な音質を得ることができる。
【０１０４】
本実施の形態では、管楽器の音孔用補助パッドは、１つの音孔につき、１つの管楽器の音
孔用補助パッドを貼る形態としたが、管楽器の音孔用補助パッドに、複数の開口１を設け
て、複数の音孔に対して1枚の管楽器の音孔用補助パッドを貼り付ける形態としても良い
。また、１本のリコーダーのすべての音孔に貼れるよう、複数の管楽器の音孔用補助パッ
ドを１つのセットとして販売しても良いし、１枚ずつのバラ売りとして、弱い指、苦手な
運指にのみ管楽器の音孔用補助パッドを使用するようにしても良い。
【符号の説明】
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【０１０５】
１００，２００，３００，４００，５００　　管楽器の音孔用補助パッド
１　開口
　１１　　開口縁
　１１ａ　右側開口縁
　１１ｂ　左側開口縁
　１２　　小開口
２　シリコンパッド
　２１　　パッド右端
　２２　　パッド左端
　２３　　パッド上端
　２４　　パッド下端
　２５　　パッド中心部凹み
　２６　　凸部
 
３　　リコーダー
　３１　　唄口
３２　　頭部管
３３　　中部管
３４　　足部管
３５ａ　音孔１
３５ｂ　音孔２
３５ｃ　音孔３
３５ｄ　音孔４
３５ｅ　音孔５
３５ｆ　音孔６
３５ｇ　音孔７
ｆ　指
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